
タンザニア西部に位置するムボラ村 
では、17の小学校に給食を提供して 
います。トウモロコシの粉をお湯で 
練って作った「ウガリ」と呼ばれる 
主食に、豆のスープや野菜、小魚、 
果物などを添えています。  

	  
	  

　　	  

頂戴したご寄付は、アフリカ・アジアの貧困地域
の子どもたちに贈る学校給食になります。	  
	  

2015年6月末時点で、皆様から7,567食分の
ご寄付をいただきました。	  
温かなご支援をありがとうございます。	  
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への寄付の対象となる商品をご購入
くださった皆様、誠にありがとうご
ざいます。皆様のお陰で、アフリ
カ・アジアの貧困地域の子どもたち
に、1食20円の温かい学校給食を贈
ることができます。 
  
学校給食は、子どもたちの貴重な栄
養源であると同時に、教育機会の提
供にもつながっています。 
私たちの支援先の1つ・ムボラ村で
は、学校給食の提供が始まってから
出席率が50%から90%に上がりまし
た。皆様のお陰で、子どもたちは未
来を自分の手で切り開くための知識
をつけることができます。 
海の向こうの子どもたちに代わり、
心より感謝いたします。 
 

（事務局長・安東 迪子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

TABLE	  FOR	  TWOは開発途上国の飢餓と先進国の肥満や生活習慣病の解消に同時に取り組む、日本発の社会貢献運動です。  h3p://jp.tablefor2.org 

（タンザニア ムボラ村のカシシB小学校） 

援先事例	  -‐	  タンザニア ムボラ村　	  
　17の小学校へ給食を提供しています	  

学校菜園からも食材調達 

小学校への食材の配布は2週間に1回です。 
それぞれの学校では敷地内に畑を作り、生 
徒たちが当番制でカボチャやサツマイモ、 
ヒマワリなどを育て、給食の材料として
使っています。 

給食の材料には、トウモロコシの粉や豆の 
他に、トマトや玉ねぎ、葉もの野菜、小魚 
の干物、オレンジなどを使います。日に 
よって違う具材をスープに入れ、メニュー 
にバリエーションをもたせています。  

野菜や小魚を日替わりで 

ウガリは手で食べるのが現地の習慣 
で、街のレストランでウガリを注文 
すると、スプーンの代わりに手洗い 
用の水が出てきます。子どもたちも 
給食のウガリを手でちぎり、スープ 
に浸して食べています。  

皆様への御礼とご報告 

支


